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１．はじめに
現在、大都市ならびに大都市近郊地域の鉄道による輸送

力は、とりわけ朝の通勤・通学時間帯において慢性的に飽

和状態にある。この対策として過去に提案された既成概念

にとらわれない全く新しい軌道系輸送システム(1)(2)に着目

し、これの実現に不可欠な車上分岐システムを常電導磁気

浮上式鉄道において実現する手法の基礎的な検討を行った。

２．車上分岐用分岐器
現在、国内において実用化に至った常電導磁気浮上式鉄

道として、HSST システムがある。このシステムは、軌道側

の逆 U 字断面を持つ鉄レールと、レール鉛直下方に位置す

る U 字断面を持つ電磁石（モジュールと称する台車に相当

する装置に組み込まれる）との間に働く吸引力により、浮

上力及び案内力を同時に得る輸送システムである。このシ

ステムの特徴を失うことなく、車上分岐を行うことの出来

る分岐器を検討した（図１）。

モジュールがレールを外側から抱え込む形をとっている

このシステムにおいて車上分岐を実現するためには、レー

ルに４箇所の欠線を設ける必要がある。欠線部では浮上案

内力が消失するため、図の位置に SLP、SRP、SLC、SRC で示

すレール（以下補助レールと呼び、従来のモジュールに対

応するレールを主レールと呼ぶ）を設け、欠線部での車体

の支持および案内を行う。また、図 1 の円で示す箇所にお

けるレール断面

形状の確保のた

め、補助レール

は主レールより

も低い位置に配

置する（図 2）。

補助レールに対

応する電磁石に

ついては、図 2

のように左右の

モジュールの外

側にモジュール

の“腕”を鉛直

下方に延長し取

り付ける。

３．励磁シーケンス
＜３・1＞「ポイント部」の進行手法 ポイント部の進行

手法は分岐方向を選択する手段と同義となるが、これは車

両の持っている主レールに対応する浮上用電磁石一対と補

助レールに対応する浮上用電磁石一対の計 4 台の電磁石の

励磁を行う組み合わせにより実現する。

＜３・2＞「クロッシング部」の進行手法 クロッシング

部の補助レールに関しては車両側の浮上用電磁石の様に巻

線を設け、この巻線には地上から浮上用電力を供給し浮上

案内力を確保する。

４．安全に対する配慮
以上のシステムにおいて、進路の選択制御が不能になっ

た際にも安全を確保できるよう改良を加える。

まず、分岐器手前の「試験区間」において制御系の異常

の有無を確認し、異常を検知した場合最大減速度で減速し、

「緊急停止区間」で停止する。これを実現するため、図 1

に示すポイント部の補助レール SLP、SRP を、最高速度で運

行中の車両が緊急ブレーキにより停止できる距離と、試験

区間を加えた距離だけ延長する。背向進入時にも制御を行

う必要がある為、後端側にも延長するが、これにより分岐

器脱出後の失敗、故障に対する保障もとれる（図 3）。

５．まとめと課題
以上のように、既存の常電導磁気浮上式鉄道に対し改良

を加えることにより、車上分岐の実現可能性があることを

示すことができた。

今後、電車線や案内スキッド、機械ブレーキなど、今回

検討しなかったものについて、その配置を検討する必要が

ある。また、レール端点における車両の挙動の解析などに

ついても検討を深める必要があると考えられる。
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